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　図表に、今回発表された、2001 年 9 月から 2010
年 10 月までの、30 億塩基対のヒトゲノムと 100 万
塩基対 DNA のシーケンス費用の推移を示す。10
年間に、ヒトゲノムシーケンス費用は 1/3300 に、
100 万塩基対 DNA シーケンス費用は 1/16500 に低
減した。後者はデータサイズが比較的小さく設備
費用の割合が大きい。
　図表によれば、2007 年 10 月までの第 1 世代で
は、トランジスタ開発のムーアの法則とほぼ同程
度、すなわち 18 ヶ月間でシーケンス費用が 1/2 に
低減していた。ムーアの法則とは、集積回路に搭
載されるトランジスタ数が 18 ヶ月で 2 倍に増え、
コストも低減するというトレンドのことを言う。
第 1 世代では、主に Sanger 法に基づくシーケンス
手法の改良によって費用が低減した。


















る 10 年間の DNA シーケンス費用の推移を示した。2001〜2010 年の間で、30 億塩基対のヒトゲノ
ムシーケンス費用は 1/3300 に、100 万塩基対 DNA シーケンス費用は 1/16500 に低減した。特に
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